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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第55期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

営業収益（千円） 7,755,648 31,790,402

経常利益（千円） 432,204 1,851,093

四半期（当期）純利益（千円） 252,058 694,753

純資産額（千円） 12,811,735 12,600,116

総資産額（千円） 21,403,977 21,735,624

１株当たり純資産額（円） 1,201.75 1,180.83

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
24.16 66.60

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 58.6 56.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△114,305 1,941,267

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△168,168 △61,881

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△187,449 △2,008,799

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
592,996 1,062,919

従業員数（人） 1,146 1,009

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．営業収益には消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しており

ません。

EDINET提出書類

株式会社ヒューテックノオリン(E04210)

四半期報告書

 2/20



２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について重要

な変更はありませんでした。また、主要な関係会社における異動もありませんでした。　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 1,146 (1,673)

　（注）１．従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数は当第１四半期連結会計期間の平均人員数を（　）内に外数で記

載しております。

２．従業員数が当第１四半期連結会計期間において137名増加しましたのは、倉庫事業において今後の業容の拡

大を見込んだ新入社員の採用増と、運送事業において契約社員の正社員化を図ったこと等によるものです。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 1,090 (1,599)

　（注）１．従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数は当第１四半期連結会計期間の平均人員数を（　）内に外数で記

載しております。

２．従業員数が当第１四半期連結会計期間において105名増加しましたのは、倉庫事業において今後の業容の拡

大を見込んだ新入社員の採用増と、運送事業において契約社員の正社員化を図ったこと等によるものです。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）営業収益実績

　当第１四半期連結会計期間の営業収益実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　なお、当社グループの事業内容は、運送、倉庫、荷役等の物流サービスであり、生産、受注及び販売に該当する金額あ

るいは数量は開示しておりません。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間

(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

運送事業（百万円） 5,439

倉庫事業（百万円） 2,097

その他事業（百万円） 219

合計（百万円） 7,755

　（注）１．金額はセグメント間の内部振替前の数値によっております。

　　　　２．本表の金額には消費税等は含まれておりません。

３．当第１四半期連結会計期間の主要受託先別の営業収益実績及び当該営業収益実績の総営業収益実績に対す

る割合は次のとおりであります。

受託先

当第１四半期連結会計期間
(自　平成 20年4月 1日
　至　平成 20年6月30日)

金額（百万円） 割合（％）

㈱シジシージャパン 988 12.7

㈱ライフコーポレーション 936 12.1

(2）外注実績

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

金額（百万円） 外注比率（％）

運送事業 2,012 34.9

倉庫事業 303 13.5

その他事業 3 1.4

合計 2,319 28.2

　（注）１．本表の金額には消費税等は含まれておりません。

２．外注比率は事業の種類別セグメントの営業収益実績に対する外注費の割合であります。

３．外注内容は主に下請傭車、下請倉庫、下請荷役であります。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

 (1)業績の状況

　　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国金融問題の深刻化や原油・穀物をはじめとした原材料価

　格の高騰等により、景気減速懸念が広がり、先行きに不透明感が増しています。また、当社グループが主軸をおく　

　食品物流業界におきましても、原油価格の上昇や中国製冷凍ギョーザの中毒事件の影響など経営環境は依然厳しい

　ものとなっております。

　　このような状況の下、当第１四半期連結会計期間の営業収益は、本年４月に稼動を開始した当社東京臨海支店第

　二センターにおける取扱物量の増加、チェーンストア物流や首都圏を中心としたチルド物流などは好調に推移し、

　増収要因となりました。一方、連結子会社である株式会社ヘルティーにおける政策的な事業縮小が同社長野営業所

　の本年5月からの新規稼動等ではカバーしきれなかったこと、また、前期において連結子会社であった株式会社全

　農協同流通を売却（平成19年９月28日付）したことなどにより、前年同期比では減収となりました。

　　また、利益の面におきましても、前述の連結子会社の事業縮小および売却等による営業収益の減少、また、東京

　臨海支店第二センターの立ち上げに伴う経費負担増が主な要因となり、減益を余儀なくされました。

　　以上の結果、当第１四半期連結会計期間の営業収益は77億５千５百万円、営業利益は３億９千万円、経常利益は

 ４億３千２百万円、四半期純利益は２億５千２百万円となりました。

 

 [セグメント別営業の概況]

  ①運送事業

　　　本年４月に新規に稼動を開始した東京臨海支店第二センターやチェーンストア物流などを中心に取扱物量が増

　　加いたしましたが、連結子会社である株式会社ヘルティーにおける運行管理業務の政策的縮小などにより、全体

    といたしましては、減収となりました。

　　　以上の結果、営業収益は54億３千９百万円となりましたが、営業利益におきましては、燃油価格の上昇等に伴

　　う営業原価率の上昇や倉庫事業との一体運営を行う当社の仕組みの中で、両事業のより正確な経費配分の見直し

　　を行った結果、５億９千５百万円となりました。

　②倉庫事業

　　　中国製冷凍ギョーザの中毒事件に端を発し、冷凍食品を中心とした取扱物量の伸びが低迷する中、東京臨海支

　　店第二センターの新規稼動に伴う取扱物量の増加などによりほぼ横ばいとなりました。

　　　以上の結果、営業収益は20億９千７百万円となりました。また、営業利益につきましては、東京臨海支店第二

　　センターの立ち上げに伴う諸経費が生じましたが、運送事業と同様、経費配分の見直しを行った結果、１億８千

　　９百万円となりました。

　③その他事業

　　　前連結会計期間中に発生した株式会社全農協同流通の株式売却や、株式会社ヘルティーでの商品販売部門の政

　　策的縮小などにより、営業収益は２億１千９百万円、営業利益は２千４百万円となりました。

　    また、資産、負債および資本の状態につきましては、資産の部において、現金及び預金の減少などにより、当

　  第１四半期連結会計期間末の資産合計は214億3百万円（前連結会計年度末比3億3千1百万円減）となりました。

　 　 負債の部につきましては、未払法人税等の減少などにより85億9千2百万円（前連結会計年度末比5億4千3百万

    円減）となりました。

　 　 純資産の部は利益剰余金の増加などにより128億1千1百万円（前連結会計年度末比2億1千1百万円増）となりま

　  した。

      以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べて1.9ポイント増加し、58.6％になりました。
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　(2)キャッシュ・フローの状況

     当第1四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は5億9千2百万円となり

　 ました。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　  当第１四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益を４億

　　３千４百万円計上しましたが、法人税等の支払額が６億円発生したことなどにより、１億１千４百万円の資金の

　　使用となりました。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第１四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等により、

　　１億６千８百万円の使用となりました。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第１四半期連結会計期間における財務活動における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の

　　返済、配当金の支払等により、１億８千７百万円の使用となりました。

　(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

     当第1四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　(4)研究開発活動

     該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、実施した設備投資の総額は１億１百万円で、その主な内容は、連結子会社で

あります株式会社ヘルティーの長野営業所に係る設備投資８千万円などであります。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。

EDINET提出書類

株式会社ヒューテックノオリン(E04210)

四半期報告書

 7/20



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 41,750,000

計 41,750,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）

（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 10,438,000 10,438,000 東京証券取引所市場第二部 －

計 10,438,000 10,438,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成20年４月１日～　

平成20年６月30日　
－ 10,438,000 － 1,217,560 － 1,392,060

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

EDINET提出書類

株式会社ヒューテックノオリン(E04210)

四半期報告書

 8/20



（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、直前の基

準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載を行っております。

①【発行済株式】

　 平成20年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　  　6,300 － －　

完全議決権株式（その他） 　普通株式 10,430,900 104,309 －　

単元未満株式 　普通株式        800 － －　

発行済株式総数 10,438,000 － －

総株主の議決権 － 104,309 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が5,500株含まれております。また、

　　　　「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数55個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ヒューテック

ノオリン　

東京都墨田区両国二丁目

18番４号　
6,300 － 6,300 0.06

計 － 6,300 － 6,300 0.06

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月

最高（円） 713 778 735

最低（円） 579 664 665

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第１四半期報告書提出日までの役職の異動は、次のとおりであります。　

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役　
関東第二支店長、

海外担当部管掌　
取締役　

関東支店長(兼)関

東第二支店長、海

外担当部管掌　

酒光 修史　 平成20年７月１日

取締役　 栗橋センター長　 取締役　 営業第二部長 興梠　忠士　 平成20年７月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けて

おります。

 

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年7月1日をもって新日本監査法人から名

称変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成２０年６月３０日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成２０年３月３１日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 852,996 1,322,919

受取手形及び売掛金 2,860,324 2,826,468

繰延税金資産 61,222 163,860

その他 323,930 208,172

貸倒引当金 △629 △830

流動資産合計 4,097,845 4,520,591

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,122,257 6,056,929

機械装置及び運搬具（純額） 680,546 654,767

土地 7,197,714 7,185,067

建設仮勘定 102,900 261,297

その他（純額） 23,229 24,502

有形固定資産合計 ※
 14,126,647

※
 14,182,564

無形固定資産

ソフトウエア 104,199 107,323

無形固定資産合計 104,199 107,323

投資その他の資産

投資有価証券 1,379,434 1,259,590

長期貸付金 675,000 675,000

繰延税金資産 315,537 379,497

その他 709,313 615,057

貸倒引当金 △4,000 △4,000

投資その他の資産合計 3,075,284 2,925,145

固定資産合計 17,306,132 17,215,033

資産合計 21,403,977 21,735,624

負債の部

流動負債

営業未払金 1,182,361 1,219,095

短期借入金 1,496,000 1,500,600

未払法人税等 77,823 608,893

賞与引当金 70,600 203,000

役員賞与引当金 6,000 25,700

その他 1,531,620 1,229,883

流動負債合計 4,364,406 4,787,172

固定負債

長期借入金 2,673,200 2,758,000

退職給付引当金 682,342 681,750

役員退職慰労引当金 118,045 126,591

再評価に係る繰延税金負債 526,424 526,424

その他 227,823 255,570

固定負債合計 4,227,836 4,348,336

負債合計 8,592,242 9,135,508
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成２０年６月３０日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成２０年３月３１日）

純資産の部

株主資本

資本金 1,217,560 1,217,560

資本剰余金 1,392,060 1,392,060

利益剰余金 10,233,688 10,085,946

自己株式 △5,207 △5,207

株主資本合計 12,838,100 12,690,358

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 134,026 63,624

土地再評価差額金 △435,901 △435,901

評価・換算差額等合計 △301,874 △372,276

少数株主持分 275,508 282,034

純資産合計 12,811,735 12,600,116

負債純資産合計 21,403,977 21,735,624
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成２０年４月１日
　至　平成２０年６月３０日）

営業収益 7,755,648

営業原価 6,946,925

売上総利益 808,722

販売費及び一般管理費 ※
 418,307

営業利益 390,415

営業外収益

受取利息 5,221

受取配当金 18,725

持分法による投資利益 4,785

その他 31,245

営業外収益合計 59,979

営業外費用

支払利息 16,313

その他 1,877

営業外費用合計 18,190

経常利益 432,204

特別利益

固定資産売却益 121

投資有価証券売却益 2,256

特別利益合計 2,377

特別損失

固定資産除却損 128

特別損失合計 128

税金等調整前四半期純利益 434,453

法人税、住民税及び事業税 69,160

法人税等調整額 119,283

法人税等合計 188,443

少数株主利益 △6,048

四半期純利益 252,058
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成２０年４月１日
　至　平成２０年６月３０日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 434,453

減価償却費 153,453

貸倒引当金の増減額（△は減少） △201

賞与引当金の増減額（△は減少） △132,400

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19,700

退職給付引当金の増減額（△は減少） 592

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8,545

受取利息及び受取配当金 △23,947

支払利息 16,313

持分法による投資損益（△は益） △4,785

投資有価証券売却損益（△は益） △2,256

有形固定資産売却損益（△は益） △121

固定資産除却損 128

売上債権の増減額（△は増加） △33,856

仕入債務の増減額（△は減少） △36,733

その他 119,985

小計 462,377

利息及び配当金の受取額 28,948

利息の支払額 △5,401

法人税等の支払額 △600,229

営業活動によるキャッシュ・フロー △114,305

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △2,201

投資有価証券の売却による収入 3,740

有形固定資産の取得による支出 △79,808

有形固定資産の売却による収入 180

無形固定資産の取得による支出 △4,246

その他 △85,832

投資活動によるキャッシュ・フロー △168,168

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △89,400

配当金の支払額 △95,949

少数株主への配当金の支払額 △2,100

財務活動によるキャッシュ・フロー △187,449

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △469,922

現金及び現金同等物の期首残高 1,062,919

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 592,996
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【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

 法人税等並びに繰延税金資

産及び繰延税金負債の算定方

法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、

加味する加減算項目や税額控除項目を重要

なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関し

ては、前連結会計年度末以降に経営環境等、

かつ、一時差異等の発生状況に著しい

変化がないと認められるので、前連結会計

年度において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法に

よっております。

　　【追加情報】

当第1四半期連結会計期間
（自　平成20年4月 1日
至　平成20年6月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社及び連結子会社は、当第１四半期連結会計期間より、

平成20年度の税制改正に伴い機械装置の耐用年数の見直し

を実施したことにより、改正後の耐用年数に基づく減価償

却の方法に変更しております。

　これに伴う損益への影響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※ 有形固定資産の減価償却累計額は、9,729,233千円であ

　 ります。

　

※ 有形固定資産の減価償却累計額は、9,641,637千円であ

　 ります。

　

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

　とおりであります。

　　人件費　　　　　　　　　　　　　　 331,478千円

　（うち賞与引当金繰入額）　　　　　　　13,482千円

　（うち役員賞与引当金繰入額）　　　　　27,442千円

　（うち退職給付費用）　　　　　　　　　 3,032千円

　（うち役員退職慰労引当金繰入額）　　　 6,000千円

　　その他　　　　　　　　　　　　　　　86,828千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲載されている科目の金額との関係

　現金及び預金勘定　　　　　　　　　    852,996千円

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金等  △260,000千円

　現金及び現金同等物                    592,996千円

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　  普通株式　10,438,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式　     6,320株　

３．配当に関する事項

　　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年6月26日

定時株主総会
普通株式 104,316 10 平成20年3月31日 平成20年6月27日  利益剰余金　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 
運送事業
（千円）

倉庫事業
（千円）

その他事業
（千円）

合計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

営業収益       

(1)外部顧客に対する営業収益 5,439,186 2,097,075 219,386 7,755,648 － 7,755,648

(2）セグメント間の内部営業収

益又は振替高
42,170 27,641 1,229 71,040 △71,040 －

計 5,481,356 2,124,716 220,616 7,826,689 △71,040 7,755,648

営業利益 595,129 189,321 24,272 808,722 (418,307) 390,415

　（注）１．事業区分は、当社グループにおける事業別営業収益区分によっております。

２．各事業の主な業務

(1)運送事業……冷凍食品・チルド食品の輸配送業務、貴重品類の輸送業務、病院向けリネン類の集配業務。

(2)倉庫事業……冷凍食品・チルド食品の保管・荷役業務。

(3)その他事業…冷凍食品等の小袋パック詰め加工業務、青果物の荷役業務、青果物等の販売業務。

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間において、本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および在外支店がないた

め、該当事項はありません。

【海外売上高】

当第１四半期連結会計期間において、海外営業収益がないため該当事項はありません。　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

（デリバティブ取引関係）

　　　　　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

　　　　　該当事項はありません。

　　　（企業結合等関係）

　　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,201.75円 １株当たり純資産額 1,180.83円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額　　　　　　　　24.16 円

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

　ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

　ん。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（千円） 252,058

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 252,058

期中平均株式数（千株） 10,431,680

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っており

　　ますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は、前連結会計年度末に比べて著しい変動が認めら

　　れないため、記載しておりません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月12日

株式会社ヒューテックノオリン

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯塚　俊二　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 上林　礼子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヒューテッ

クノオリンの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日

から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヒューテックノオリン及び連結子会社の平成20年６月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。

EDINET提出書類

株式会社ヒューテックノオリン(E04210)

四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態及び経営成績の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）ライツプランの内容
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	簡便な会計処理
	追加情報
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

